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会　長　年　頭　の　挨　拶

　令和３年の年頭にあたり、謹んでご挨拶申し上げ
ます。
　会員の皆様には、健やかに新年をお迎えのことと
お慶び申し上げますとともに日頃の当連合会に対
する多大なご支援、ご協力に衷心より御礼申し上げ
ます。本年の皆様のご活躍をお祈り申し上げます。
　さて、皆様ご承知のとおり、昨年は、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大に伴い、生活や経済活動に
重大な影響が生じました。このような中、全国各地
において豪雨等により水害並びに土砂災害が発生
し、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策を
考慮した災害への対応が求められる年となりまし
た。中でも「令和２年７月豪雨」においては、九州
地方を中心に記録的な暴風雨となり、堤防の溢
水・決壊等により広範囲に渡り浸水し、80名を超
える方々が亡くなられるなど甚大な被害が発生しま
した。改めて、治水事業の重要性を痛感させられ
「事前防災対策」予算の確保が必須であることを
再認識いたしました。

  気候変動に伴い、降水量は増大し、災害は今後と
もさらに激甚化、頻発化していきます。このような
状況下において、昨年末に政府は、「防災・減災、
国土強靭化のための５か年加速化対策」を取りま
とめ、令和３年度から７年度までの５年間の事業
規模15兆円余りにより、人命・財産の被害を防
止・最小化するための対策に、流域治水対策を掲
げ、関係者と協働し、ハード・ソフト一体となり、戦
後最大洪水や近年災害の洪水等に対応する事前
防災対策を推進し、浸水被害を軽減するとの中長
期目標を示しています。そして、令和２年度第３次
補正予算には、「防災・減災、国土強靱化のための
５か年加速化対策」を推進するための「防災・減
災、国土強靱化の推進、自然災害からの復旧・復
興の加速及び国民の安全・安心の確保に必要な
経費」が計上されました。これも会員各位の各種
活動の賜物と感謝申し上げます。
　今年も「流域治水対策」を推進するための治水
事業費の増額を会員の皆様をはじめ、治水事業を
担当する皆様とともに全国治水期成同盟会連合会
として取り組む所存でございます。さらなるご支
援、ご協力をお願い申し上げ、新年のご挨拶とさせ
ていただきます

全国治水期成同盟会連合会
会長　脇　雅 史
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　新しい年を迎えるにあたり、謹んで新春のご挨拶
　を申し上げます。
　皆様には、日ごろから水管理・国土保全局の所管
行政の推進にご支援とご協力を賜り、厚く御礼申し
上げます。

　近年、頻発化・激甚化する水災害に対して、計
画的にインフラの整備や維持管理を実施してきた
箇所では被害を免れたり、大きく軽減できた事例
が数多く確認されており、事前の防災対策は非常
に重要です。事前防災の効果としては、被害を大
きく軽減できること、特に人命を守ることにつなが
ること、災害後の復旧や被災者の生活再建に係
る負担、社会経済活動への影響の軽減につなが
ることなどが挙げられることから、後手に回ること
のないよう、着実に事前防災対策を進める必要が
あります。しかし、平成27年の関東・東北豪雨に
おいては、利根川水系鬼怒川の堤防決壊により、
茨城県常総市等で甚大な被害が発生し、令和元
年東日本台風においては、関東、北陸、東北地方
の各地で全142箇所の堤防決壊が発生するなど、
全国各地で毎年のように大規模な水害・土砂災害
により、多くの人的被害や経済被害が生じていま
す。一方、例えば、平成30年台風第21号において
は、大阪港で大規模な被害を生じた昭和36年第
二室戸台風を上回る、既往最高の潮位を記録しま
したが、これまで1,300億円かけて海岸・河川堤
防、水門を整備し、200億円かけて適切な維持管
理をすることによって、17兆円にも及ぶ市街地の
高潮浸水被害を完全に防止しました。着実に進め
てきた事前防災対策が効果を発揮することにより、
災害復旧や再度災害防止の対策をとった場合に

比べて、経済的負担を大きく軽減することが可能
となります。

　平成30年７月豪雨、平成30年台風第21号、平成
30年北海道胆振東部地震等の近年の災害を受け、
「防災のための重要インフラ等の機能維持」、「国
民経済・生活を支える重要インフラ等の機能維持」
の観点から、特に緊急に実施すべき対策として、令
和２年度を最終年度とする「防災・減災、国土強靱
化のための３か年緊急対策」（平成30年12月14日
閣議決定）がとりまとめられました。これに基づき、
水管理・国土保全局では、河川、砂防などの防災関
係インフラ等を対象にハード・ソフト対策を集中的
に実施してきており、これまでに対策を実施した箇
所では、その効果が確認されています。例えば、令和
２年７月豪雨では、川内川水系羽月川において、浸
水被害が発生した平成18年７月洪水を上回る降雨
をもたらしましたが、平成18年以降、計画的に実施
してきた堤防整備等と３か年緊急対策による河道
掘削がその効果を発揮した結果、羽月川の水位を
大きく低下させ、浸水戸数をゼロに抑えることがで
きました。

　関係省庁の緊密な連携の下、令和２年の出水期
から新たな運用を開始している事前放流の取組を
充実・強化していくことが重要です。２級水系にお
いては、近年に水害が生じた水系や貯水容量が大
きなダムがある水系において優先的に治水協定の
締結（令和２年８月末までに86水系）を進め、令和
２年９月より運用を開始しています。
　令和２年度の事前放流の実績としては、全国の１
級水系及び２級水系の計122ダムにおいて、合計約
１億３千６百万㎥の容量（東京ドームに換算すると
110個分）を事前放流し、ダムの水位を低下させて
大雨や台風などによる洪水に備えました。また、令
和２年７月豪雨では、木曽川水系において、牧尾ダ
ム（水資源機構管理）で事前放流を行い、三浦ダム
（関西電力管理）等と合わせて８つの利水ダムで
合計約4,200万㎥の容量を確保し、洪水を貯留しま
した。その結果、長野県木曽郡上松町の桃山地点
において、その上流での洪水の貯留により、洪水流
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量を約２割減らす効果があったものと推定されます。
更に効率的・効果的に事前放流を実施するため、令
和３年度より、損失補填制度を２級水系等に拡充
するとともに、大きな洪水調節効果が期待できる場
合に利水ダムの放流管増設などの施設改良を河川
管理者が実施できる制度を創設することとしました。
また、事前放流のきっかけとなる気象予測の精度向
上や、水系ごとに河川管理者が機動的に利水ダム
管理者等と放流量について調整するための情報収
集システムの整備についても取り組んで参ります。

　気候変動による降雨量の増加等に対応するため
には、事前防災対策の加速化が必要です。
　気候変動の影響により激甚化する風水害や切迫
する巨大地震への対策、老朽化対策の加速化・深
化等を推進するため、令和３年度から令和７年度ま
での５年間で、追加的に必要となる事業規模を政
府全体でおおむね15兆円を目途として、重点的か
つ集中的に講ずる対策を定めた「防災・減災、国土
強靱化のための５か年加速化対策」が令和２年12
月11日に閣議決定されました。これに基づき、まず、
激甚化する風水害や切迫する大規模地震等への対
策として、あらゆる関係者が協働して行う流域治水
対策や、地震時の最低限の排水機能を確保するた
めの下水道施設の地震対策を実施してまいります。
さらに、予防保全型インフラメンテナンスへの転換
に向けた老朽化対策として、現時点で対応が遅れて
いる老朽化対策施設等の修繕対策を集中的に対
応し、コスト縮減につながる投資的取組を推進して
まいります。さらに、国土強靱化に関する施策をよ
り効率的に進めるためのデジタル化等の推進のた
め、河川、砂防、海岸分野における施設維持管理、
操作の高度化対策や防災情報等の高度化対策に取
り組んでまいります。

　気候変動に対応するためには、まず、過去の降雨
や高潮等の実績に基づいた計画を、将来の気候変
動による降雨量の増加や潮位の上昇などを考慮し
た計画へと見直してまいります。さらに、社会の変
化や気候変動も踏まえ、河川、下水道、砂防、海岸
等の管理者が主体となって行う対策に加え、集水
域と河川区域のみならず、氾濫域も含めて一つの流
域として捉え、その流域全員が協働して、①氾濫を
できるだけ防ぐ・減らすための対策、②被害対象を

減少させるための対策、③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策、の３要素を総合的かつ多層的
に進める「流域治水」に関係者一体となって取り組
み、事前防災対策を加速してまいります。
　水災害リスクを軽減させるためには、氾濫をでき
るだけ防ぐための対策が基本ですが、氾濫が発生
することも視野に入れ、被害の対象を減少させる対
策も合わせて講じることが重要です。水災害対策と
「コンパクト・プラス・ネットワーク」とを連動させること
により、水災害リスクが高い区域における土地利用
や住まい方の規制や、より安全な区域への居住や
都市機能の誘導、また、氾濫水による浸水範囲の
限定に加えて、浸水リスクがあるエリアにおける宅
地の嵩上げや建築物の構造の工夫などの浸水被害
軽減のための対策を講じることが水災害リスクの軽
減には効果的です。水害に強いまちづくりを進める
ためには、水災害に関するリスク情報を、まちづくり
における活用を見据え、適切に評価し、具体的な対
策に反映していくことが必要となります。例えば、想
定最大規模降雨や治水計画等の目標とする降雨規
模のみならず、中高頻度の外力規模の浸水想定や、
河川整備完了後のハザード情報など河川整備が進
んだ場合、現在の浸水ハザードが将来どのように変
化するかなど、多段的な浸水ハザード情報の作成・
周知を推進することが重要となります。
　あらゆる関係者と協働し、これらの取組を推進し
ていくことが重要です。水田や農業用ため池等を治
水へ活用する意向がある流域の地方公共団体や土
地改良区などに対しては、農林水産省と連携し、後
述する「流域治水協議会」に地方農政局等の参画
を求めるとともに、ため池活用の先進事例や支援
策を周知したところです。また、土砂や流木の流出
による甚大な被害が発生していることから、治山対
策や森林整備を所管する林野庁とも連携し、流木
捕捉効果の高い透過型砂防堰堤等の整備を進めて
おります。さらに、令和２年７月豪雨により、高齢者
福祉施設において大きな被害が発生したことから、
厚生労働省と共同で有識者による「令和２年７月豪
雨災害を踏まえた高齢者福祉施設の避難確保に関
する検討会」を同10月に設置し、避難の実効性確
保の方策について検討を進めております。

　また、こうした取組を更に加速化させる観点から、
令和２年10月に関係16省庁による「流域治水の推
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進に向けた関係省庁実務者会議」を設置し、開催し
ました。実務者会議においては、各省庁より流域治
水にかかる取組状況について報告をいただき、緊密
な連携・協力の上、流域治水の取組を引き続き充実
させていくことについて確認しました。
　地域での具体の取組を推進することを目的として、
全国109の１級水系全てにおいて、河川管理者・都
道府県・市町村等の関係者からなる「流域治水協
議会」を設立しております。この協議会を通じて、流
域全体で早急に実施すべき流域治水の全体像を各
地域での特性を踏まえてとりまとめ、本年度中に
「流域治水プロジェクト」として策定してまいります。
２級水系についても、「流域治水プロジェクト」の
順次策定・公表を予定しております。

　気候変動の影響により水災害の頻発化・激甚化
が懸念されているところですが、国民の生命と財産
を守るため、流域治水をはじめとした防災・減災対
策を推進し、防災・減災が主流となる社会づくりに
全力を傾けてまいります。皆様の引き続きのご支援
とご協力を心からお願い申し上げます。
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「河川愛護月間」“絵手紙”入賞作品決定！
国土交通省水管理・国土保全局治水課

　国土交通省では、河川環境の保全・再生への取
り組みを推進するとともに、国民の河川愛護意識
を醸成することを目的として、毎年７月を河川愛護
月間と定め、様々な活動を行っています。
　本年度も月間行事の一環として、全国の小学
生・中学生・高校生・一般の方々を対象に、川での
思い出、川への思いを一枚のはがきに絵と文章を
組み合わせて描いた絵手紙を募集したところ、全
国各地から気持ちのこもった作品が多数（829点）
寄せられました。
　審査は、小学生低学年の部・小学生高学年の
部・中学生の部・高校生の部・一般の部の5区分で
行われ、この度、国土交通大臣賞（最優秀賞）1点、
国土交通事務次官賞（優秀賞）6点、水管理・国土
保全局長賞（優良賞）8点、審査員特別賞5点（計
20点）が決定しました。
　なお、入賞作品については、来年度の「河川愛護
月間」ポスター、チラシ等に使用するほか、河川愛
護活動の推進に幅広く活用します。

　＜審査員＞
安斎　千鶴子 （元　東京造形大学教授）
石橋　真理子 （ライター）
大平　信弘 　（絵手紙募集実行委員会顧問）
小倉　紀雄 　（東京農工大学名誉教授）
水野　麻紀子 （小学館ライフスタイル局
　　　　　　　チーフ・プロデューサー）
山﨑　登　　 （国士舘大学防災・
　　　　　　　救急救助総合研究所教授）
井上　智夫 　（国土交通省水管理・国土保全局長）
 
主催：国土交通省
協賛：一般社団法人　建設広報協会
　　　公益社団法人　日本河川協会
　　　一般財団法人　河川情報センター

受賞者及び入賞作品は、以下のとおりです。
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賞 部門 都道府県 学校名 学年 氏名

最優秀賞
（国土交通大臣賞）

小学校高学年 徳島県 徳島市
とく しま し

助任
すけとう

小学校
しょうがっこう

6 湯浅　慶香
ゆ あさ　 けいか

小学校低学年 広島県 福山市立
ふくやま し りつ

伊勢
いせがおか

丘小学校
しょうがっこう

2 髙
こう 䛾べ

延　利行
としゆき

小学校低学年 島根県 大田市立
おお だ し りつ

仁摩
に ま

小学校
しょうがっこう

3 田
よし だ

　斐
あやる

小学校高学年 愛知県 名古屋市立
な ご や し りつ

春日野
かす が 䛾

小学校
しょうがっこう

5 米山
よ䛽やま

　瑠
る 䛾

乃

中学生 鹿児島県 鹿児島市立
か ご しま し りつ

吉野
よし 䛾

中学校
ちゅうがっこう

3 村田
むら た

　優
ゆう か

佳

高校生 鳥取県 米子
よな ごしょういん

松蔭高等
こう とう

学校
がっこう

2 小林
こ䜀やし

　星乃
　　ほ 䛾 り

陸

一般 東京都 古賀
こ が

　結花
ゆい か

中学生 大分県 佐伯市立
さ いき し りつ

昭和
しょうわ

中学校
ちゅうがっこう

1 原
ふじわら

　風
かじ

中学生 千葉県 茂原市立
も 䜀ら し りつ

本納
ほん䛾う

中学校
ちゅうがっこう

1 岩村
いわむら

　杏奈
あん な

中学生 三重県 私立
し りつ

高田
たか だ

中学校
ちゅうがっこう

2 米山
よ䛽やま

　百
も 䛽

音

中学生 千葉県 八千代市立
や ち よ し りつ

村上
むらかみ

中学校
ちゅうがっこう

2 髙瀬
たか せ

　優亜
ゆ あ

中学生 香川県 三豊市立
み とよ し りつ

豊中
とよなか

中学校
ちゅうがっこう

3 松田
まつ だ

　恵美
え み

高校生 鳥取県 米子
よな ごしょういん

松蔭高等
こう とう

学校
がっこう

3 山川
やまかわ

　琴
こと 䛽

音

一般 鳥取県 向井
むか い

　喜八
き 䛿ち

一般 香川県 新田
にっ た

　憲明
䛾りあき

小学校低学年 北海道 未就学 三浦　まりな
み うら

小学校高学年 香川県 高松市立
たかまつ し りつ

太田
おおたみなみ

南小学校
しょうがっこう

6 門野
かど 䛾

　奈
な お

音

中学生 鳥取県 湯梨浜町
ゆ り 䛿まちょうりつ

立湯梨浜
ゆ り 䛿ま

中学校
ちゅうがっこう

2 水野
みず 䛾

　狭
さ より

依

中学生 鹿児島県 鹿児島市立
か ご しま し りつ

吉野
よし䛾ひがし

東中学校
ちゅうがっこう

2 松永
まつなが

　栞
かん な

奈

高校生 福岡県 福岡
ふくおか

県立
けんりつ

筑豊
ちく ほう

高等
こう とう

学校
がっこう

1 敷田
しき た

　朋
ほ 䛾 み

ノ実

優　秀　賞
（国土交通事務次官賞）

優　良　賞
（水管理・国土保全局長賞）

審査員特別賞

令和２年度　河川愛護月間絵手紙　受賞者一覧
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最優秀賞（国土交通大臣賞）

優秀賞（国土交通事務次官賞）

広島県　福山市立伊勢丘小学校
２年　髙延　利行

島根県　大田市立仁摩小学校
３年  𠮷田　斐

愛知県　 名古屋市立春日野小学校
５年　米山　瑠乃

<小学生低学年の部> <小学生高学年の部><小学生低学年の部>

徳島県　徳島市助任小学校
６年　湯浅 慶香

鹿児島県　鹿児島市立吉野中学校
３年　村田　優佳

鳥取県　米子松蔭高等学校
２年 　小林　星乃陸

東京都
古賀　結花

<高校生の部> <一般の部><中学生の部>

8
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優良賞（水管理・国土保全局長賞）

千葉県　八千代市立村上中学校
２年　髙瀬　優亜

香川県　三豊市立豊中中学校
３年　松田　恵美

鳥取県　米子松蔭高等学校
３年　山川　琴音

<中学生の部> <高校生の部><中学生の部>

千葉県　茂原市立本納中学校
１年　岩村　杏奈

大分県　佐伯市立昭和中学校 三重県　私立高田中学校

２年　米山　百音

<中学生の部> <中学生の部><中学生の部>

鳥取県
向井　喜八

香川県
新田　憲明

<一般の部><一般の部>

9



治水 第795号令和 3年1月21日発行

審査員特別賞

鳥取県　湯梨浜町立湯梨浜中学校
２年　水野　狭依

<中学生の部>

福岡県　福岡県立筑豊高等学校
１年　敷田　朋ノ実

<高校生の部>

鹿児島県　鹿児島市立吉野東中学校
２年　松永　栞奈

<中学生の部>

北海道　未就学
三浦　まりな

<小学生低学年の部>

10

香川県　高松市立太田南小学校
６年　門野　奈音

<小学生高学年の部>


